
 

 

 

３ 認知症施策の推進 
 
（１）三重県認知症施策推進計画に基づく地域共生社会の実現に向けた取組 

 

（現状と課題） 

 

○ 本県における認知症高齢者数は令和７（2025）年に 68,599 人と推計されて

いますが、今後も高齢化に伴い増加し続け、令和 12（2030）年には 75,992 

人、令和 22（2040）年には 82,840人になると見込まれています。 

 

○ 本県における軽度認知障害者数は令和７（2025）年に 81,894 人と推計され

ていますが、今後も高齢化に伴い増加し続け、令和 12（2030）年には 85,625 

人、令和 22（2040）年には 86,732人になると見込まれています。 

 

○ 認知症の人を含めた県民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に

人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会の実現に向

けて、認知症施策を推進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３―３―１ ６５歳以上人口における認知症およびＭＣＩ（軽度認知障害） 

患者数および有病率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（案） 別紙 



 

 

 

（県の取組） 

 

〇「三重県認知症施策推進計画」に基づき、認知症施策を進めていきます。 

 

 ＜三重県認知症施策推進計画における施策体系＞ 

基本的施策 １ 認知症の人に関する県民の理解の増進等 

基本的施策 ２ 認知症の人の生活におけるバリアフリー化の推進 

基本的施策 ３ 認知症の人の社会参加の機会の確保等 

基本的施策 ４ 認知症の人の意思決定の支援および権利利益の保護 

基本的施策 ５ 保健医療サービスおよび福祉サービスの提供体制の整備等 

基本的施策 ６ 相談体制の整備等 

基本的施策 ７ 認知症の予防等 


